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＝
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＝
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タ
ミ
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＝
王
子
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パ
ゲ
ー
ノ　

 
＝
鳥
刺
し

ザ
ラ
ス
ト
ロ　

 
＝
高
僧

　

王
子
タ
ミ
ー
ノ
は
大
蛇
に
追
わ
れ
て
逃
げ
て

く
る
が
、
気
絶
し
て
し
ま
う
。
そ
こ
に
夜
の
女

王
に
仕
え
る
三
人
の
侍
女
が
現
れ
、
大
蛇
を
退

治
す
る
。
侍
女
た
ち
は
、
意
識
の
回
復
し
た
王

子
に
、
夜
の
女
王
の
娘
パ
ミ
ー
ナ
を
ザ
ラ
ス
ト

ロ
か
ら
救
い
出
す
よ
う
に
言
い
、
彼
女
の
肖
像

画
を
渡
す
。
さ
ら
に
王
子
に
は
魔
法
の
笛
を
、

お
供
の
鳥
刺
し
パ
パ
ゲ
ー
ノ
に
は
魔
法
の
鈴
を

渡
す
。
そ
し
て
、
二
人
は
旅
立
つ
。

　

王
子
は
神
殿
の
前
に
や
っ
て
来
る
。
扉
の
前

で
弁
者
に
質
問
を
受
け
た
あ
と
、
王
子
が
笛
を

吹
く
と
、
そ
れ
を
聞
い
た
パ
パ
ゲ
ー
ノ
が
パ

ミ
ー
ナ
を
連
れ
て
駆
け
つ
け
よ
う
と
す
る
。
し

か
し
見
張
り
の
モ
ノ
ス
タ
ト
ス
と
奴
隷
た
ち
が

現
れ
、
彼
ら
の
前
に
立
ち
は
だ
か
る
。
と
こ
ろ

が
パ
パ
ゲ
ー
ノ
が
鈴
を
鳴
ら
す
と
彼
ら
は
浮
か

れ
出
す
。
そ
こ
に
ザ
ラ
ス
ト
ロ
が
到
着
。
ザ
ラ

ス
ト
ロ
と
パ
ミ
ー
ナ
の
前
に
王
子
が
連
れ
ら
れ

て
く
る
。

　

タ
ミ
ー
ノ
と
パ
ミ
ー
ナ
は
初
め
て
対
面
し
、

お
互
い
夢
に
見
て
い
た
恋
人
で
あ
る
こ
と
に
気

づ
く
。
ザ
ラ
ス
ト
ロ
は
二
人
に
試
練
を
命
じ
、

二
人
を
引
き
離
す
。

　

王
子
に
課
せ
ら
れ
た
最
初
の
試
練
は
沈
黙

だ
。
パ
ミ
ー
ナ
の
も
と
に
夜
の
女
王
が
現
れ
、

ア
リ
ア《
復
讐
の
心
は
地
獄
の
よ
う
に
》を
歌
っ

て
、
娘
に
復
讐
を
言
い
渡
す
。
し
か
し
、
ザ
ラ

ス
ト
ロ
は
パ
ミ
ー
ナ
に
復
讐
よ
り
も
愛
を
説

く
。
そ
の
後
、
王
子
が
笛
を
吹
く
。
そ
れ
を
聞

い
て
パ
ミ
ー
ナ
が
や
っ
て
来
る
が
、
王
子
は
一

言
も
話
さ
な
い
。
悲
し
む
パ
ミ
ー
ナ
。

　

王
子
は
第
一
の
試
練
に
合
格
し
、
次
に
水
と

火
の
試
練
に
立
ち
向
か
う
。
パ
ミ
ー
ナ
が
一
緒

に
試
練
を
受
け
る
こ
と
を
許
さ
れ
、
二
人
は
水

火
の
試
練
に
臨
む
。
王
子
が
笛
を
吹
き
、
二
人

は
試
練
に
打
ち
勝
つ
。
そ
し
て
、
パ
パ
ゲ
ー
ノ

は
パ
パ
ゲ
ー
ナ
を
得
て
、
王
子
と
パ
ミ
ー
ナ
は

ザ
ラ
ス
ト
ロ
に
祝
福
さ
れ
て
結
ば
れ
る
。

魔
笛

闇の世界を支配する夜の女王

パパゲーノはパートナーとなるパパゲーナと出会う（第２幕）

タミーノはパミーナとともに試練を乗り越え、祝福される（第２幕）
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	 「ジニスタン」のなかの「ルル、または魔笛」  台本／ヨハン・エマヌエル・シカネーダー  上演時間／約2時間30分　 ［写真：新国立劇場］

タミーノの《なんという美しい絵姿》（第１幕）や、パミーナの《愛の喜びは露と消え》（第２
幕）も素晴らしいが、夜の女王のコロラトゥーラの技巧を駆使した２つのアリア《わが運命は
苦しみに満ち》《復讐の心は地獄のように》、パパゲーノのユーモラスな《おれは鳥刺し》、
パパゲーノとパパゲーナの楽しい二重唱《パ、パ、パ》など、脇役の音楽がより印象的だ。
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モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
死
の
3
か
月
前

に
初
演
さ
れ
た
彼
の
最
晩
年
の
傑

作
。
お
と
ぎ
話
の
よ
う
な
ス
ト
ー

リ
ー
だ
が
、
秘
密
結
社
フ
リ
ー
メ
ー

ソ
ン
（
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
に
広
ま
っ

た
「
徳
性
に
よ
る
人
間
の
完
成
」
を

目
指
す
神
秘
主
義
的
な
団
体
）
の
思

想
が
色
濃
く
反
映
さ
れ
て
い
る
。
ド

イ
ツ
語
に
よ
る
ジ
ン
グ
シ
ュ
ピ
ー
ル

（
歌
芝
居
）
で
あ
る
。

大人も子供も楽しめる
人気のジングシュピール
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王
子
タ
ミ
ー
ノ
は
、
夜
の
女
王
の
娘
パ
ミ
ー
ナ
を
高
僧
ザ
ラ
ス
ト
ロ
か
ら
救
い

出
そ
う
と
す
る
。
高
僧
は
そ
ん
な
王
子
を
評
価
し
、
タ
ミ
ー
ノ
と
パ
ミ
ー
ナ
は

試
練
を
乗
り
こ
え
て
結
ば
れ
る
。
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オ
ペ
ラ
と
は
、イ
タ
リ
ア
語
で「
作

品
」
と
い
う
意
味
。
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽

で
は
「
作
品
番
号
」
と
訳
さ
れ
る
ラ

テ
ン
語「
オ
プ
ス
」（

　

）
の
複
数
形

が
語
源
で
、
文
字
通
り
「
諸
芸
術
の

融
合
」だ
。音
楽
、演
劇
、舞
踊
、文
学
、

服
飾
、ヴ
ィ
ジ
ュ
ア
ル
ア
ー
ト
等
々
、

あ
ら
ゆ
る
芸
術
を
網
羅
し
、
短
い
時

間
に
蕩と

う
じ
ん尽
す
る
の
だ
か
ら
、
こ
れ
ほ

ど
贅
沢
な
も
の
は
な
い
だ
ろ
う
。

　
「
オ
ペ
ラ
」
と
さ
れ
る
舞
台
芸
術

作
品
が
生
ま
れ
た
の
は
、
16
世
紀
末

の
イ
タ
リ
ア
だ
っ
た
。
時
は
ル
ネ
サ

ン
ス
末
期
。神
や
教
会
の
支
配
か
ら
、

人
間
の
素
直
な
魂
や
美
へ
の
共
感
、

さ
ら
に
は
肉
体
そ
の
も
の
を
も
復
興

さ
せ
よ
う
と
す
る
精
神
運
動
が
、
地

中
海
貿
易
で
勃
興
す
る
貴
族
の
経
済

力
を
背
景
に
展
開
さ
れ
た
。
ル
ネ
サ

ン
ス
を
担
っ
た
知
識
人
た
ち
は
、
彼

方
昔
に
眠
る
古
代
ギ
リ
シ
ャ
時
代
こ

そ
が
、
復
興
す
べ
き
理
想
郷
と
信
じ

た
。
ガ
リ
レ
オ
・
ガ
リ
レ
イ
の
父
も

参
加
し
た
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
の
カ
メ

ラ
ー
タ
な
る
デ
ィ
レ
ッ
タ
ン
ト
芸
術

集
団
は
、
歌
手
の
演
技
に
合
唱
が
コ

メ
ン
ト
を
つ
け
、古
代
の
神
話
伝
説
、

英
雄
物
語
な
ど
が
語
ら
れ
る
ギ
リ

シ
ャ
悲
劇
を
復
活
さ
せ
よ
う
と
試
み

る
。

　

1
6
0
0
年
10
月
、
フ
ィ
レ
ン

ツ
ェ
で
行
わ
れ
た
マ
リ
ア
・
デ
・
メ

デ
ィ
チ
と
ア
ン
リ
4
世
の
結
婚
式
で

上
演
さ
れ
た
ヤ
コ
ボ
・
ペ
リ
ー
作
曲

の
『
エ
ウ
リ
デ
ィ
ー
チ
ェ
』
が
、
今

日
ま
で
曲
の
全
体
像
を
伝
え
る
最
古

の
オ
ペ
ラ
作
品
と
さ
れ
る
。

　

誕
生
し
た
ば
か
り
の
オ
ペ
ラ
は
大

評
判
。
プ
ロ
の
音
楽
家
も
手
掛
け
だ

す
。
1
6
0
7
年
に
は
マ
ン
ト
ヴ
ァ

宮
廷
で
モ
ン
テ
ヴ
ェ
ル
デ
ィ
が
斬
新

で
効
果
的
な
オ
ペ
ラ
の
お
手
本『
オ

ル
フ
ェ
オ
』
を
発
表
。
オ
ペ
ラ
は
瞬

く
間
に
イ
タ
リ
ア
各
地
の
宮
殿
に
流

現存最古のオペラは1600年
結婚式の席で上演

行
し
た
。

　

1
6
3
7
年
に
は
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア

に
入
場
料
を
取
っ
て
客
席
を
一
般
市

民
に
も
開
放
す
る
「
劇
場
」（
サ
ン
・

カ
ッ
シ
ア
ー
ノ
劇
場
）
が
誕
生
、
イ

タ
リ
ア
の
バ
ブ
ル
経
済
を
背
景
に
、

17
世
紀
末
ま
で
に
４
０
０
を
超
え
る

作
品
が
上
演
さ
れ
た
。
題
材
も
、
現

実
味
の
薄
い
ギ
リ
シ
ャ
神
話
世
界
か

ら
、『
ポ
ッ
ペ
ア
の
戴
冠
』
の
よ
う

な
現
代
の
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
に
も
似
た

複
雑
な
人
間
的
愛
憎
の
ド
ラ
マ
に
ま

で
広
が
る
。

　

こ
う
し
て
イ
タ
リ
ア
で
生
ま
れ
た

オ
ペ
ラ
は
、
１
世
紀
も
経
た
な
い
間

に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
宮
廷
や
都
市
の
中

心
的
娯
楽
と
な
っ
て
い
く
。
18
世
紀

に
ロ
ン
ド
ン
で
大
活
躍
し
た
ド
イ
ツ

人
ヘ
ン
デ
ル
も
、
売
れ
っ
子
に
な
っ

た
の
は
イ
タ
リ
ア
・
オ
ペ
ラ
の
作
曲

家
と
し
て
だ
っ
た
。

　

こ
の
時
代
の
イ
タ
リ
ア
の
オ
ペ
ラ

が
現
代
の
私
た
ち
に
馴
染
み
が
薄

い
の
は
、
あ
ま
り
に
総
合
的
な
芸
術

だ
っ
た
の
で
、
す
べ
て
の
要
素
を
再

現
す
る
の
が
不
可
能
で
あ
っ
た
た
め

だ
。
多
く
の
作
品
が
主
人
公
と
し
て

去
勢
し
た
男
性
歌
手
カ
ス
ト
ラ
ー
ト

を
要
求
し
て
い
る
の
も
難
点
で
、
復

活
へ
の
大
き
な
障
害
と
な
っ
て
い
た

が
、
そ
ん
な
困
難
を
乗
り
超
え
、
昨

今
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
楽

器
大
流
行
の
な
か
で
、
猛
烈
な
勢
い

で
復
興
し
て
き
て
い
る
。

89オペラ事始めその始まりと今日まで

op.




